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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機（（轟轟産産業業））    

デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ（（オオリリンンパパスス））    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減はは環環境境問問題題ににおおけけるる最最重重要要課課題題ででああるる。。摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減をを最最終終目目標標ととししてて，，トトラライイボボロロジジーー（（摩摩擦擦

学学））ととメメタタララジジーー（（金金属属学学））をを融融合合ししたた最最先先端端のの新新ししいい研研究究にに取取りり組組んんででいいるる。。特特にに，，摩摩擦擦摩摩耗耗のの影影響響をを受受けけたた材材料料

表表面面はは，，組組織織がが微微細細化化・・ナナノノ結結晶晶化化ししてていいるるとと考考ええらられれ，，耐耐摩摩耗耗性性ににもも優優れれてていいるるとと期期待待さされれるる。。  

  

超超強強加加工工ななどどにによよりり作作成成ししたた超超微微細細組組織織材材料料はは，，合合金金元元素素にに頼頼ららずずにに高高強強度度をを示示すすとといいうう新新ししいい発発想想にに基基づづいい

たた画画期期的的材材料料ででああるるたためめにに，，環環境境資資源源・・エエネネルルギギーー問問題題のの観観点点かからら次次世世代代のの構構造造材材料料候候補補ととししてて近近年年注注目目をを集集

めめてていいるる。。ここのの微微細細組組織織材材料料のの摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性をを評評価価ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機                                        摩摩擦擦表表層層のの SSEEMM にによよるる反反射射電電子子像像  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

超微細組織材料の摩耗特性 

 

氏氏名名：：      加加藤藤寛寛敬敬／／KKAATTOO  HHiirroottaakkaa  EE--mmaaiill：：  hhkkaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  PPhh..DD..  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本トトラライイボボロロジジーー学学会会，，日日本本金金属属学学会会  

キキーーワワーードド：：  摩摩耗耗，，微微細細組組織織材材料料，，電電子子顕顕微微鏡鏡  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性評評価価  

・・  

・・  
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